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竹林代嘉教授　履歴･主要業績
年　譜
昭和17年1月2日
昭和35年3月
昭和35年4月
昭和39年4月
昭和44年3月
昭和42年4月
昭和45年4月
昭和48年4月
昭和56年4月
平成17年7月23日
東京都に生まれる
都立立川高等学校卒業
早稲四人学第一一商学部入学
早稲田大学大学院商学研究科修士課程入学
同大学院商学研究科博士課程修了
専修大学助手
専修大学経営学部専任講師
同　助教授
同　教授
逝去
所属学会
日本会計研究学会,日本経営学会, American Accounting Association,
Academy of Accounting Historians,国際会計研究学会,日本会計史
学会
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主要業績
〔著　作〕
｢現代簿記諭｣　　　　　　　　　　　　　中央経済社1971年4月
第3編5章,第4編2章,第5編2章担当(共著)
｢会計学の学び方｣
第9章2節, 3節, 4節担当(共著)
｢現代会計論｣
第2章,第3章担当(共著)
｢新版　現代簿記論｣
第4章,第5章,第8章,第13章担当
｢改訂　会計学の学び万｣
第9章2節, 3節, 4節担当(共著)
｢会計学の基礎｣
白桃書房　1971年7月
中央経済社1971年1月
中央経済社1975年4月
白桃書房　1976年3月
中央経済社1984年4月
第2章, 1節, 2節,第6章,第11章1節, 2節担当(共著)
｢新版　会計学の基礎｣　　　　　　　　中央経済社1997年4月
全体の共同編集および第8章,第12章1節執筆担当(共著)
〔学術論文〕
修士論文｢バッター氏の資金説について｣昭和40年度日本商工会議
所懸賞論文(二等)　早稲旧大学大学院商業研究科1966年1月
収益とはなにか
早稲Lu大学染谷会計学研究室｢会計学研究｣第13号1966年1月
会計における公準および原則の意義-バッター教授の所論を中心とし
て-　　　　　　　早稲田大学｢商経論集｣第12号1967年11月
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会計における理論構成の方法-ダインツアー教授の所論を中心とし
て-　　　　　　　　｢専修経営学論集｣第7号1969年7月
会計原則の理論的解明に関する　一視点-AAA1936年｢試案｣をめぐっ
て-　　　　　　　　｢専修経営学論集｣第9号1971年2月
スコット会計理論の検討
専修大学経営研究所報第14, 15合併号1971年12月
会計に対する経済学的研究の一一一視点
｢専修経営学論集｣第12号1972年11月
キヤニング会計理論の吟味
｢会計｣森山書店第103巻第1弓･ 1973年1月
不況下におけるペイトン理論｢専修経営学論集｣第15号1974年4月
染谷恭次郎教授の学説と学風
税経セミナー(税務経理協会第19巻第5号) 1974年5月
ペイトン理論における会計と管理
専修大学経営研究所報第25号1975年6月
ペイトンの資産評価論に関する一考察
｢専修経営学論集｣第19号1975年10月
土地の会計処理をめぐるペイトンの考え方について
専修大学会計学研究所｢会計学研究｣第1号1976年3月
ペイトン理論における経済的意義の限界について
｢会計｣ (森山書店)第110巻第6号1976年12月
初期ペイトン学説における諸勘定の意義
専修大学会計学研究所｢会計学研究｣第3号1978年3月
初期ペイトン理論の計算構造
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第24号1978年3月
460
ペイトン学説の展開-1924年の｢会計学｣を中心として一
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第26号1978年7月
ペイトン学説における公準の意義
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第27弓･ 1979年3月
動態論時代におけるペイトン学説
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第31号1981年2月
ペイトン学説形成の諸要因
専修大学会計学研究所｢会計学研究｣第8号1982年3月
ペイトン会計思想の全体像
森山書店｢会計｣第123巻第2号1983年2月
ペイトン教授の伝記←ペイトン学説解明の背景として一
一馴多大学会計学研究所｢会計学研究｣第9号1983年3月
ペイトン学説における財務報告日的(｢財務会計の基礎｣第1編第4
章所収)　　　　　　　　　　　　　　中央経済社1983年6月
ペイトン学説の構成方法と論理的特徴
産業経理協会｢産業経理｣第43巻第2号1983年7月
ペイトンの会計学教科書を辿る
専修大学会計学研究所｢会計学研究｣第11号1985年3月
｢会社会計基準序説｣の再検討-ペイトン学説と対照させて一
産業経理協会｢産業経理｣第45巻第4号1986年1月
ペイトン学説分析の一視点-1940年代以前の文献をめぐって一
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第45号1988年3月
わが国における会計職能の将来一主として公認会計士制度の領域につ
いて- (担当第1章第3節｢海外諸国の会計士制度-アメリカ･
ドイツ｣) (共著)
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JICPAジャーナル第1巻第5号(日本公認会計士協会)
1989年8月
｢会社会計基準序説｣に対するリトルトンの影響
専修大学経営研究所｢専修経営研究年報｣第14集1990年2月
公共的利害をめぐるペイトンおよびリトルトン学説
｢専修経営学論集｣第51号1991年3月
ペイトン会計学説の思想的背景
産業経理協会｢産業経理｣第52巻第3号1992年10月
日本における会計の歴史的展開(染谷恭次郎先生古稀記念論文集編集
委員会編｢国際化時代と会計｣所収(第1部第7章)) (共著)
中央経済社1994年1月
ペイトン理論における経営管理目的重視の意義
｢専修経営学論集｣第58号1994年3月
ペイトン会計学説の構築とアメリカ産業社会の発達
専修大学経営学会｢専修経営学論集｣第68号1999年3月
〔その他〕
W.B.マクフアランド著｢管理会計の基礎｣ (共著)
日本生産性本部アメリカ管理会計シリーズ1967年11月
大住達雄著｢商法の計算理論｣ (同文館)について
税経セミナー(税務経理協会第16巻第9号) 1971年7月
財務諸表論(共著)
会計人コース(中央経済社第7巻第2号) 1972年2月
コーラ-会計学辞典(共著)　　　　　　　　　　丸善1973年1月
｢財務諸表論の徹底研究｣　　　　　　　　中央経済社1973年2月
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第3章2節担当(共著)
｢厳選　財務諸表論問題演習｣ 中央経済社1973年5月
第4草間36,第6草間54担当(共著)
新会計諸別による財務諸表論　問題演習
会計人コース(中央経済社第10巻第4号) 1975年3月
だれにもわかる簿記の仕組み　全2巻(共同)
日本経済新聞社1987年2月
｢だれにもわかる会社経理｣全2巻(第1巻, 2巻の原稿執筆　第2
巻のシナリオ･ビデオ画面検査を担当) (共同)
日本経済新聞社(30分× 2巻) 1989年9月
｢2時間で合格　簿記検定3級｣全2巻(60分) (共同)
日本経済新聞社1990年1月
｢よくわかる会社経理｣ (全2巻)第1巻および第2巻の原稿執筆第
2巻のシナリオ･ビデオ画面のチェック30分×2巻(共同)
日本経済新聞社1996年11月
〔学会報告〕
キヤニング会計理論の吟味
日本会計研究学会第31回全国大会1973年1月
ペイトン理論における経済的意義の限界について
日本会計研究学会第35回全国大会1976年12月
ペイント会計思想の全体像
日本会計研究学会第41回全国大会1982年6月
会計機能の再認識に向けて-ペイトン学説検討の立場から一
口本会計研究学会第59回大会　2000年9月
